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２ ． 設置期間 
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３．研究組織 
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電気通信大学大学院情報理工学研究科 情報・ネットワーク工学専攻准教授 垂井淳 

電気通信大学大学院情報理工学研究科 情報・ネットワーク工学専攻准教授 武永康彦 
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電気通信大学大学院情報理工学研究科 情報学専攻 助教 若月光夫 

 

４．研究の特筆すべき成果 

 

[1] 時系列データの類似検索に関する研究を進めた。とくに時系列データの類似検索に  

基づく株価予測手法を提案した。本手法は、株価を予測する際に過去の類似時系列  

を検索し、その後の株価が上昇 /下落したかという過去の経験に基づいて予測する。  

本研究では、予測対象の銘柄 (企業 )とは別の企業の過去データを活用した方が予測  

対象銘柄の過去データを使った場合よりも高い予測精度を得られる場合があると  

いう直観に判する面白い事実を発見した。つまり、予測対象の企業と過去データと  

して用いる企業との間に相性の良し悪しがある。そこで、機械学習で相性の良い  

企業ペアを学習するようにしたところ、自社の過去データのみを使った場合よりも  

予測精度を 6%向上することができた。この成果は、他社の過去データによって学習  

データを増やすアプローチが有望であることを示しており、他の株価予測手法でも  

有効である可能性がある。 

 

[2] 主としてグラ上のゲームについて研究を行い、古くから知られる 1 人ゲームであるペグソリ

ティアについて、盤面の形状を任意のグラフに拡張したモデルについて、その可解性の判定問題

の計算困難性を明らかにした。また、上記より実際のペグソリティアに近いモデルの性質や、様々

なバリエーションが研究されているグラフ上での捕獲ゲームである Cops and Robbers というゲ



 

 

ームの新たなモデルについても研究を行った。本結果は、古くから国際的によく知られているゲ

ームに関する理論的成果であるため、多くの研究者が関心を寄せた。今後、様々なゲームに対し

て同様の成果が得られることが期待されている。  

 

５．研究成果の公表実績 

 

 主催した研究会：  

 第１７回  組合せゲーム・パズル研究集会  

  日時 ２０２３年３月１日（水）  

  場所 お茶の水女子大学国際交流留学生プラザ多目的ホール B・C（zoom 混合）  

 

６．  外部資金の獲得状況 

 

[1] 科研費（挑戦的研究（萌芽）） 日本学術振興会  

「組合せ的前処理と量子アニーリングの融合による行列計算の加速手法」  

代表者名 山本有作 直接経費 580,000 円・間接経費 52,200 円  

 

[2] 科研費（基盤研究 (C)） 日本学術振興会「劣線形時間パラダイムの展開」  

代表者名 伊藤大雄 直接経費 1,100,000 円・間接経費 330,000 円  

 

[3] 科研費（基盤研究 (C)) 日本学術振興会  「動的に変わる集合に対する類似検索のスケッチを利

用した高速化」 代表者名 古賀久志 直接経費 500,000 円・間接経費 150,000 円  
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